
 

一中生の当たり前 

校長 堀井賢治 

 体育大会が終わりました。多くの保護者・地域の皆様にお越しいただき、生徒の活躍を応援し

ていただきありがとうございました。全校練習を行い、上級生の素晴らしさを目の当たりにした

下級生たちが、少しでも上級生のようになりたいと思う気持ちが、取組の中で感じられました。

また、見本を見せてくれた上級生たちも、今の状態に満足することなく、少しでもよい体育大会

となるように、やるべきことをまじめに、心を込めて取り組んでいました。どの学年も、互いを

称えあい、支えあう姿は、とても感動的でした。各学年の閉会式で見せてくれた生徒の笑顔はと

ても輝いて見えました。生徒の皆さん、素晴らしい体育大会をありがとうございました。 

さて、４月のある朝の一中タイム（朝読書をしている時間帯）に廊下でクロームブックとポス

ターをもって打ち合わせをしている生徒と話をしました。「今日は何の打ち合わせですか？」と

尋ねたところ、自分たちは生徒会役員で、毎月【一中生の当たり前】というものを全校生徒に向

けて発信し、それを１年生の教室で伝えるための打ち合わせだと教えてくれました。 

 そういえば、各学年の廊下にポスターがたくさん貼られていることを思い出しました。４月に

着任して、目にしたとき、誰がどのように発信しているのか気にな

っていました。その当時、３月の【一中生の当たり前】が掲示され

ていましたが、３月の当たり前は“感謝”でした。そして、４月の

当たり前は“挨拶”でした。 

 当たり前は、その月が終わるとなくなってしまうものではないと

思います。当たり前を再確認することや、その月に意識しようとい

う意味があるのではないかと思います。とても良い取組だと思いま

した。４月の“挨拶”を私も意識しました。毎朝正門での生徒の皆

さんとの挨拶を交わすときにいつもより大きな声を出してみようと

思いました。いつのまにか、私よりも先に「おはようございます」

と挨拶をしてくれる生徒の皆さんが多くなっていることに気づきま

した。嬉しいですね。当たり前を再確認し、積み重ねていくこと

で、一中がさらに良い学校になっていくと思います。 

■６月の主な予定  
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日 曜日 行事予定等 備考 日 曜日 行事予定等 備考

６/1 日 ６/16 月 振替休業日

2 月 全校朝会 放課後 17 火 期末考査 SC　SSW

3 火 内科検診(2年CD3年A) SC　SSW 18 水 期末考査

4 水 SSW　放課後 19 木 期末考査　安全指導

5 木 耳鼻科検診(2年) 20 金 選挙管理員会1回目　避難訓練

6 金 教育実習(終) 21 土

7 土 22 日

8 日 23 月

9 月 放課後 24 火 耳鼻科検診(1年・I組) SC　SSW

10 火 内科検診(3年ＢＣＤ) SC　SSW 25 水 職員会議 SSW　放課後

11 水 小中連携の日(本校) SSW　放課後 26 木 耳鼻科検診(3年)

12 木 SSW 27 金

13 金 28 土

14 土 こだいら特別活動の日　生徒会サミット 29 日

15 日 30 月 放課後

※備考欄　SC…ｽｸｰﾙカウンセラー　ＳＳＷ…スクールソーシャルワーカー　勤務予定日　放課後…放課後学習教室開催予定日



■第１回学校経営協議会報告 

 ５月１０日（土）に小平第一中学校、第１回学校経営協議会を実施しました。今年度は、１０

名の委員の皆様にご協力いただき進めていきます。１０名の委員の中から、会長を瀧野早苗さま

に担っていただくことになりました。 

 第１回は、４月より着任した校長より、学校経営方針や学校評価の指標などについて提案があ

り、それについて意見をいただきました。以下は、協議会でいただいたご意見などをまとめたも

のです。 

 ○地域としてできることはないか。 

 ○多世代の交流の場があるとよいが、先生の負担も考えなければいけない。 

 ○地域でボランティア活動している生徒が「自分の発案を認めてもらえて嬉しかった」という

感想を聞いた。ただ、参加するだけでなく、企画の段階からも交流できるとよいのではない

か。 

 ○探究学習に取り組んでいることはとてもよい。自分のオリジナルの課題を見つけてほしい。 

 ○「生徒のよいところを認め 生徒に自信をつける」ということは今の時代にとてもよい。豊

かさのアンケートでは、人生の意味や自分の存在について、世界の中でも最下位である。 

  学校評価については、成績がどの程度という指標ではなく、どれだけ伸びたかという指標が

必要であり、それが小平一中の特色となるとよいのではないか。 

 ○教科横断的な探究学習の提案 

このようなご意見を学校経営協議会だけにとどまらず、保護者の皆様と共有し、本校の学校教育に

いかしていきたいと思います。 

 

■６月１４日（土）こだいら特別活動の日 学校公開を行います 

６月１４日（土）は、小平市立小・中学校のすべての学校で、「こだいら特別活動の日」とし

て、午前中の学校公開と午後の児童会・生徒会サミット（小平弟六小学校にて）を行います。午

前中の授業公開については、特別活動（学級活動）の様子を公開します。時間割等については、

後日詳細をお知らせします。午後のサミットについては、各・小中学校の児童会と生徒会の代表

者が参加します。今年度のテーマは「⾃分たちが住む地域のために何ができるか考えよう」で

す。話し合いの中で、まちづくり宣⾔「◯◯なまち 小平第一中学校区」をまとめます。 

小学校と同日の学校公開ということで、ごきょうだいがいらっしゃるご家庭の皆様にはご不便

をおかけすることもあると思いますが、お時間があればぜひ学校公開にお越しいただき、普段の

授業の様子など見ていただけたら幸いです。 

 

■不登校巡回教員 小池直樹 主任教諭 

 令和６年度から、都内で不登校巡回教員という事業が始まり、不登校支援の充実を図り、不登

校の生徒の組織的な対応や、減少を目的として、校内での居場所づくりや絆づくりなども含めて

週に１日の勤務をしていただく教員です。令和７年度は、小平弟六中学校の小池直樹主任教諭が

毎週火曜日に勤務することになりました。どうぞよろしくお願いします。 

 

■部活動等の活躍 

 

【バスケットボール部】           【剣道部】 

日高カップ          こ      こどもの日錬成大会 

男子 優勝                 女子団体 第４位 


